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（1）対象地域 

 

日本の福島県二本松市東和町において、水田土壌中の 137Cs 濃度、灌漑用水から水田への 137Cs の流入負荷

量を定量・比較し、福島第一原子力発電所の事故が水田に及ぼす影響を知ることが目的である。 

研究対象域として、土地の組成及び利用が異なる 3 つの集水域、果樹園集水域(OC)、水田集水域(PC)、

水田及び畑地集水域(PUC)を上図のように選択した。 
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（2）重要な図表 

 

OC：果樹園集水域、PC：水田集水域、PUC：水田及び畑地集水域 

Proportion(水－土壌割合)：灌漑用水中の 137Cs 濃度と土壌中の濃度の比。この割合は、灌漑用水の流入

によって新たに加わった 137Cs の、土壌中の 137Cs 積算量への寄与を示す。 

 

既に水田土壌中に存在する 137Cs 濃度に対し、新たに水田に加わる灌漑用水中の 137Cs の流出負荷量及びそ

の割合を算出した。水田土壌中の 137Cs 濃度は Tessier による SEP 法 (Tessier ら、1979)を改変した手法

(Tsukada ら、2008)を用いて分画した後、測定された。流入負荷量については、灌漑期間中の流入水量と、

晴天時の流出条件下における河川水中の 137Cs の放射能濃度を掛け合わせることで算出した。OC、PC、PUC

の水田土壌中における 137Cs 放射能濃度は、この区域における土壌密度(1.3 g/cm3)及び水田の 137Cs が土

壌深度 0～15 cm に存在することより、単位面積当たりの濃度に変換されて求められた。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

河川水中及び土壌中の 137Cs 濃度について Tessier による SEP 法を改変した手法を用いて評価 

 

（2）流出挙動・経路 

河川水中に含まれる 137Cs の灌漑用水を介した水田への移行(二次汚染) 

 

（3）除染の際の留意点 

なし 

 

（4）担当者のコメント 

本論文は水系を介した溶存態・粒子態の放射性セシウムの輸送による二次汚染の影響を求めている。ク

イシトゥイム及びチェルノブイリ事故現場付近の被災地においても同様の知見は存在するが、同被災地

においては放射性セシウムが森林生態系内において生物学的に循環利用されており、水系を経た生態系

外への輸送は、チェルノブイリ事故による被災地内に限られていたことがわかっている。一方、福島第

一原子力発電所事故の被災地については、急峻な地形が原因となっておこる土壌侵食の程度や降雨量の

大きさより、より大きな輸送が想定される。今回、二次汚染の影響は非常に小さいことが示唆されたが、

環境中に存在する粒子態、溶存態の放射性セシウムの動態を予測する上では参考にできると考える。 

 


